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※ 次回の「弘法さん」縁日は４月２日 (金 ) です。
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三河新四国八十八ヶ所マップ
（73・74　多聞山妙福寺、75・76番　融通山観音寺）

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
ご
祥
当
。

い
よ
い
よ
春
本
番
で
す
。
暖
か
く
な
っ
て
コ

ロ
ナ
禍
も
収
束
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

   

昨
年
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る
三
河
新
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
。
今
月
は
三
河
新
四
国
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
大
浜
寺
町
に
向
か
い
ま

す
。

★
棚
尾
の
毘
沙
門
天

   

七
十
一
・
七
十
二
番
か
ら
西
に
向
か
う
こ

と
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
県
道
四
十
三
号
線

を
進
ん
で
矢
作
川
に
架
か
る
棚
尾
橋
を
渡
る

と
碧
南
市
に
入
り
ま
す
。
毘
沙
門
と
い
う
地

名
の
交
差
点
近
く
に
あ
る
の
が
七
十
三
番
、

多
聞
山
妙
福
寺
。
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
お

寺
で
す
。

   

天
台
宗
の
古
刹
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

一
五
九
〇
年
に
月
翁
清
白
上
人
に
よ
っ
て
改

宗
。
現
在
に
至
り
ま
す
。

   

本
堂
西
に
あ
る
七
十
四
番
弘
法
堂
に
祀
ら

れ
る
毘
沙
門
天
像
は
、
八
五
一
年
に
大
和
国

か
ら
当
地
に
荘
園
管
理
者
と
し
て
赴
任
し
て

き
た
志
賀
左
衛
門
の
護
持
仏
で
す
。
左
衛
門

に
由
来
し
て
、
こ
の
辺
一
帯
は
志
賀
屋
敷
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
地
の
地
名
は
今

で
も
志
賀
町
で
す
。

   

毘
沙
門
天
像
は
聖
徳
太
子
作
と
伝
わ
り
、

代
々
の
住
職
も
一
代
一
回
限
り
し
か
開
帳
で

き
な
い
秘
.仏
。
棚
尾
の
毘
沙
門
天
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ご
本
尊
（
七
十
三
番
）
阿
弥
陀
如
来

　
　

ご
本
尊
（
七
十
四
番
）

志
貴
毘
沙
門
天
王　

弘
法
大
師

　
　

ご
詠
歌　

碧
海
の 

緑
の
海
は
に
ご
れ
ど

も 

祖
師
の
ひ
ろ
め
し 

み
の
り
よ
ど
ま
ず

★
大
浜
寺
町

   

さ
て
、
七
十
三
・
七
十
四
番
か
ら
大
浜
港

に
向
か
っ
て
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
だ
ん
だ

ん
と
潮
の
香
り
が
濃
く
な
る
中
、
い
よ
い
よ

大
浜
の
中
心
部
に
入
り
ま
す
。

   

七
十
五
番
か
ら
八
十
六
番
霊
場
が
密
集
す

る
中
心
部
は
大
浜
寺
町
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

札
所
巡
り
を
す
る
前
に
大
浜
の
歴
史
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

   

衣
ヶ
浦
と
呼
ば
れ
た
海
に
突
き
出
す
半
島

状
の
地
形
。
南
の
先
端
は
尖
っ
た
権
現
崎
、

東
は
入
江
の
東
浦
、
西
は
遠
浅
の
海
に
大
き

な
砂
浜
が
広
が
る
大
浜
。
古
く
は
南
北
朝
の

頃
か
ら
三
河
随
一
の
湊
で
あ
り
、
海
上
交
通

の
要
衝
と
し
て
発
展
。

   

一
五
五
九
年
、
松
平
元
康
（
徳
川
家
康
）

が
大
浜
郷
七
ヶ
寺
に
朱
印
地
を
与
え
、
一
五

七
六
年
に
は
羽
城
を
築
城
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
大
浜
は
さ
ら
に
発
展
し
、
江
戸
時
代

に
は
上
方
（
大
坂
）
へ
の
中
継
地
、
尾
張
廻

船
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
の
大
浜
は
、
幕
府
領
、
西
尾
藩

領
と
変
遷
し
た
後
、
一
七
六
八
年
、
田
沼
意

次
の
側
近
、
水
野
忠
友
が
大
浜
藩
を
立
藩
。

し
か
し
、
一
七
七
四
年
に
忠
友
が
駿
河
沼
津

藩
に
所
替
え
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
大
浜
藩

は
廃
藩
。
そ
の
ま
ま
沼
津
藩
領
と
な
っ
て
幕

末
に
至
り
ま
し
た
。

★
大
浜
騒
動

   

一
八
七
一
年
に
起
き
た
大
浜
騒
動
に
も
触

れ
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

   

大
浜
は
重
要
な
海
運
拠
点
で
あ
っ
た
た
め

に
他
藩
の
出
張
所
も
置
か
れ
、
騒
動
は
上
総

国
（
現
在
の
千
葉
）
菊
間
藩
の
領
地
内
で
起

き
ま
し
た
。

   

菊
間
藩
は
明
治
政
府
の
廃
仏
毀
釈
の
方
針

に
従
い
、
支
配
下
の
寺
の
合
併
を
進
め
よ
う

と
し
ま
し
た
。 

   

こ
の
方
針
に
二
ヶ
寺
（
西
方
寺
、
光
輪
寺
）

が
応
諾
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
動
き
が
広

ま
る
こ
と
を
懸
念
し
た
他
の
寺
が
反
発
。

   

「
菊
間
藩
が
ヤ
ソ
（
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教

の
呼
び
方
）
を
推
奨
す
る
」
と
か
「
神
前
念

仏
が
禁
止
さ
れ
る
」
と
の
噂
が
広
が
り
、
真

宗
大
谷
派
三
河
護
法
会
を
中
心
に
西
方
寺
と

光
輪
寺
を
糾
弾
す
る
に
及
び
、
僧
、
門
徒
、

農
民
と
菊
間
藩
役
人
と
の
間
で
騒
動
が
発
生
。

   

菊
間
藩
の
役
人
の
ひ
と
り
を
暴
徒
が
暴
行

し
、
殺
害
。
急
報
を
聞
い
た
菊
間
藩
は
藩
兵

を
派
遣
。
隣
接
す
る
西
尾
藩
や
重
原
藩
も
菊

間
藩
を
支
援
し
た
こ
と
で
、
暴
動
は
収
束
し

ま
し
た
。 

   

暴
動
を
煽
っ
た
僧
や
役
人
殺
害
に
関
与
し

た
暴
徒
数
百
名
が
捕
ら
え
ら
れ
、
二
人
が
斬

罪
に
処
さ
れ
、
多
数
の
僧
、
暴
徒
が
罪
人
と

な
り
ま
し
た
。

   

幕
末
維
新
史
の
一
幕
と
し
て
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

★
小
豆
観
音

   

七
十
三
・
七
十
四
番
か
ら
再
び
県
道
四
十

三
号
線
を
西
に
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と

大
浜
漁
港
。
大
浜
の
中
心
部
で
す
。

   

港
橋
を
左
折
し
て
渡
る
と
昔
か
ら
の
集
落

の
密
集
地
。
橋
の
南
東
角
に
あ
る
旧
大
浜
警

察
署
の
往
時
を
偲
ば
せ
る
モ
ダ
ン
な
建
物
を

横
目
に
南
下
。
集
落
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ

と
約
五
百
メ
ー
ト
ル
、
七
十
五
番
は
融
通
山

観
音
寺
、
信
貴
山
真
言
宗
の
お
寺
で
す
。

   

途
中
、
七
十
七
番
・
七
十
八
番
東
照
山
称

名
寺
や
七
十
九
番
・
八
十
番
南
松
山
清
浄
院

の
前
を
通
る
た
め
、
逆
打
ち
し
た
方
が
よ
い

と
い
う
お
遍
路
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
と
り
あ

え
ず
番
号
通
り
に
南
か
ら
北
上
し
ま
す
。

   

観
音
寺
は
一
九
五
五
年
開
山
の
新
し
い
お

寺
で
す
。
開
山
は
大
竹
清
信
尼
。

   

清
信
尼
さ
ん
の
ご
主
人
は
日
露
戦
争
に
出

征
。
何
度
も
戦
死
し
か
け
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
都
度
九
死
に
一
生
を
得
て
無
事
帰
国
。

   

清
信
尼
さ
ん
は
、
ご
主
人
が
護
持
仏
と
し

て
お
守
り
に
し
て
い
た
丈
わ
ず
か
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
小
豆
観
音
の
お
か
げ
と
感
得
。

小
豆
観
音
を
奉
安
す
る
た
め
に
当
寺
を
開
山

し
た
そ
う
で
す
。
本
堂
に
は
丈
約
四
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
護
持
仏
と
同
じ
像
を
彫
っ
て

祀
っ
て
あ
り
ま
す
。

   

七
十
六
番
は
本
堂
内
に
あ
る
融
通
殿
で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
七
十
五
番
）
聖
観
世
音
菩
薩

　
　

ご
本
尊
（
七
十
六
番
）
如
意
宝
生
尊

　
　

ご
詠
歌　

大
竹
の 

葉
末
に
宿
る

月
か
げ
は 

み
だ
の
心
に 

白
玉
と
知
れ

★
松
平
八
代
と
東
照
宮

   

次
の
七
十
七
番
に
は
東
照
宮
が
あ
り
ま
す
。

来
月
は
札
所
巡
り
の
前
に
、
徳
川
家
康
の
祖

先
、
松
平
八
代
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

乞
ご
期
待
。


